




アクセ ン ト 習得順序 アクセ ン ト型 アクセ ン ト意識
は じめ に.
日本 語 教 育 の 現 場 で は,「 自然 な発 音 ・イ ン トネー シ ョンで 話 す こ と」
を 学 習 し た い と い う 日本 語 学 習 者 の 二 一 ズ が あ る(日 本 語 教 育 学 会 編
1991)一 方 で,日 本 語教 師 が シラバ ス や教 師用 マ ニ ュア ル の 充 実 を求 め て
い る とい う状 況 が あ る(谷 口1991)。 具 体 的 に は何 を どの よ う に指 導 した
ら よいか とい う声 が 常 に あ り,指 導 法 の 開 発 が 求 め られ て い る と言 え る だ
ろ う。 「自然 な発 音 」 あ る い は 「日本 語 ら しい音 声 」 とい う もの が 果 た し
て何 を示 す か,ま た そ れ を 目標 とす る必 要 が あ るか どう か と い う こ と も問
題 とな るが,少 な くと も学 習 者 の 二 一ズ に応 じられ る よ うに して お く必 要
が あ る だ ろ う。
日本語 音 声 指 導 にお け る 二 一ズ に答 え る た め に,様 々 な試 み が行 わ れ て
い るが,そ の 一 つ の 試 み と して筆 者 が 行 っ た イ ン トネー シ ョ ン に注 目 した
プ ロ ソデ ィー指 導 で は,指 導効 果 が確 認 され た(中 川2001a)。 そ の後 も,
筆 者 が そ の指 導 法 に従 っ て 実 践 して い る 「発 音」 授 業(中 川2001b)で 目
指 してい る音 声 は,戸 田(2001)の 主 張 同様,発 音 矯 正 とい う よ り 「聞 き
手 に とって 聞 きや す く分 か りやす い」 音 声 で あ る 。
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これ ら は,イ ン トネ ー シ ョンに注 目 した指 導 であ る が ,日 本 語 にお い て
は,ア クセ ン トが イ ン トネ ー シ ョ ン形 成 の ため の重 要 な要 素 で あ る こ とは
明 らか で あ る。 もち ろん,ア ク セ ン ト生 成 だ けで は不 自然 で あ り,適 度 な
長 さの句 切 りや 適 切 な ピ ッチ変 化 な どが 実 現 され な けれ ば不 自然 な イ ン ト
ネー シ ョ ン とな る こ とは い うまで もな い 。 前述 の プ ロ ソデ ィー指 導 法 は,
この点 を重 視 した 指 導法 で あ るが,そ れ で もア ク セ ン トが重 要 で あ る こ と
は否 定 で きない 。 つ ま り,イ ン トネ ー シ ョ ン習 得 の た め には,ア クセ ン ト
習得 が 重 要 な 要 素 とな る と考 え られ る 。
と こ ろ で,発 音 学 習 を振 り返 ρ て み る と,ま ず他 の 人 の発 話 を 聞 き取
る,次 に モ デ ル発 話 に従 って発 音 す る,そ の繰 り返 しを行 う とい うこ とが
多 い だ ろ.う。 聞 き取 り(知 覚)と 発 音(生 成)の 関係 につ い て は,不 明 の
部 分 が大 きいが,両 者 は 関係 が 深 く,発 音 習得 とい って も両 者 の発 達 が 不
可 欠 で あ る と考 え られ る 。従 って,ア クセ ン ト生 成 の 習 得 の た め に は,ア
クセ ン ト知 覚 の 習得 が大 きな影響 を与 え る とい う考 えは 決 して 的外 れ で は
ない だ ろ う。
で は,ア クセ ン ト知 覚 の 発 達 の た め に は ,ど の よ う な指 導 が必 要 で あ
り,教 師 は どの よ うな点 に留 意 す べ きだ ろ うか 。 この 点 につ い て検 討 す る
た め には,学 習 者 の習 得 プロ セス を知 る こ とが 有 用 で あ ろ う。
1.先 行研究
東京語アクセントでは,ピ ッチの下が りの有無(有 核か無核か)と その
位置(ア クセント核がどの拍にあるか)が 問題 となり,知 覚では,そ の判




この ピ ッチ 下 降 の判 断 に関 して は,「 東 京 語 ア クセ ン トの 聞 き取 りテ ス
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ト」(鮎 澤1997)が 広 範 に実 施 され,日 本 人 の 出 身地 域 別 お よび 学 習 者 の
母 語 別 調 査 に よ る横 断 研 究 成 果 が報 告 さ れ て い る1)。 この調 査 は,本 稿 に
お け る分 析 デ ー タ と も共 通 す る ので,以 下 に 「東 京 語 ア ク セ ン トの 聞 き取
りテ ス ト」 〈以 下,テ ス トと呼 ぶ)内 容 を簡 単 に述 べ る。
この テ ー プテ ス トは,3種 類 の テス トか ら成 り,各 テ ス トに は,ア クセ
ン ト型 の異 な る3拍,4拍,5拍 語 の直 音 の単 語 が 各2語 ず つ,計24語 が
含 まれ る。 同 じ語 が2度 刺 激 語 とな る場 合 もあ る。 テ ス ト1(T1)は 単独
発 話 単 語,テ ス ト2(T2)は 文 中 ・文 末 か ら切 り取 っ た 単 語,テ ス ト3
(T3)は 「私 は ～ と言 った」 とい うキ ャ リア セ ンテ ンス に単 語 が埋 め 込 ま
れ て い る 。被 験 者 は,テ ー プ を聞 きな が ら回答 用 紙 に単 語 内 の ピ ッチ 下 降
の 有 無 とそ の位 置 をマ ー クす る。 こ こで は,分 析 のた め に,平 板 型 お よ び
尾 高 型 を0型 と呼 び2〉,そ の他 の ア ク セ ン ト型 は語 頭 か らの ア ク セ ン ト型
の位 置 に よっ て,頭 高 型 を1型 と,中 高 型 を2型,3型,4型 と呼 ん で い
る ので本 稿 で もこ れ に倣 う。 ただ し,中 高 型 で語 末 か ら2番 目の 拍 に ア ク
セ ン ト核 が あ る場 合,一2型 と呼ぶ 場 合 が あ る。
鮎 澤(1998)は,出 身地 に よる差 異 は 日本 人 で も学 習 者 で も明 らか で あ
る と調 査 全体 を ま とめ てい る。 さ ら に学 習 者 の場 合,0型 の 成 績 が 他 の ア
クセ ン ト型 に比べ て高 い事 は共通 す るが,そ の他 の ア ク セ ン ト型 につ い て
は,聞 き手 の 出 身 地 に よ っ て差異 が 見 られ た と して い る。
1-2縦 断研究
同 じテス トを使用 して,学 習者の発達 を調査する縦断研究 も進め ら
1)文 部省科学研究費(創 成敵基礎研究費)「 国際社会 における 日本語 についての
総 合 的研 究」(略 称:新 プ ロ 「日本語」,研 究代 表者:水 谷修)の 一 部 とし
て,韻 律 教育のためのマルティメデ ィア プログラム開発 を目的 に研究が 進め
られた。
2)こ れ らの調査では,被 験者 に平板 型 と尾高型 の区別 を求めて いない。テス ト
について詳細 は鮎澤(1997)を 参照 されたい。
一75一
れ3),学 習者に韻律指導の重要性が指摘 されている。平田他(1997)で
は,大 学の留学生を対象に1年 問に6回 の前述テス トを実施 し,そ の結果
を分析している。結果は,初 回調査時から0型 の成績が高いがその後伸び
悩むこと,最 終調査時は1型 の成績が上昇することが報告されており,こ
の特徴は,韻 律指導 を特 に行われない場合で も共通 していた(平 田他
1996)。 また,戸 田(2001)で は,こ の結果 とは少し異な り,指 導前は1
型と2型,つ まり語頭にアクセント核がある語の正答率が高いが,指 導後
は,0型 の正答率が高 くなり,0型 と1型 の対立が聞き取れること,2型
以外 の中高型 の習得 は遅い事 を示唆 している と述べている。平田他





以上の縦断研究の知見では,学 習者は0型 アクセントと1型 アクセント
の対立は早期に習得するが,2型 以外の中高型アクセントの習得はそれよ
り遅いという傾向や習得時の意識変化が指摘されている。しかし,0型,






現場に反映するためには,未 検討部分 を分析 し整理する必要があるだろ








者の変化について分析 し,指 導現場 に役立てる事を目的とする。
2-1デ ー タ と分析 方法
平 田他(1997)に お け る調 査 結 果(調 査1と 呼 ぶ)お よ び 中 川(2001
b)の 調 査 結 果(調 査2と 呼 ぶ)を 比 較 す る4〉。 ま た,調 査1の6回 の テ
ス トの うち,正 答 率 が 急激 に上 昇 し,そ の 後安 定 した学 習 者E1に 焦 点 を
置 い て どの よ うに習 得 が進 ん だ か,さ ら にそ の 習得 は意 識 的 であ っ たか ど
うか な ど につ い て,他 の 学 習者 と比 較 し検 討 す る 。
(1)ア クセ ン ト型 別 習得 順序
2つ の 調 査 に 共通 して 実 施 した,単 語 単 独 発 話 丁1お よ び イ ン トネ ー
シ ョンの か か ったT2結 果 の推 移 を使 用 す る。 まず,全 体 像 をつ かみ,E
lの 状 況 を把 握 し,次 に各 ア クセ ン ト型 別 に習 得 が 進 み や す い型(0型 ・
1型 ・2型)と 進 み に くい 型(3型 ・4型)に 分 けて検 討 し,最 後 に 中高
型 ア ク セ ン トの 習得 プ ロ セ ス を分析 す る。
(2)習 得 時 にお ける学 習 者 の 意識 の検 討
①2つ の調 査 時 にお け る ア クセ ン ト意 識 調 査 デー タ
テ ス ト実 施 の前 に,T3の24語 に ダ ミー語6語 を加 えた計30単 語 に つ い
て,そ の ア ク セ ン ト型 をマ ー ク させ る調 査 を行 っ た。 調 査1で は,1回 目
と6回 目に,調 査2で は,1回 目と2回 目に実 施 した。 この 調査 で は,必
ず しも学 習者 が ア クセ ン ト型 を覚 えて い る か を問 うこ とに はな らな い 。24
語 の うち,Tlお よ びT2に 含 まれ る16語 につ い てT1お よびT2の 結 果
4)詳 しくは平 田他(1997)お よび中川(2001b)を 参照 されたい。なお,両 調査
とも授業 中の ものであ り,デ ータ使用 は学習者たちの了解 を得てある。
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と比 較 対 照 す る。
② 調 査1の4回 目調 査 と5回 目調 査 の 間 に 筆 者 が 実 施 し た フ ォ ロ ー
ア ップ イ ン タ ビュ ー(FIと 呼 ぶ)の 分 析 をす る。
2-2調 査 の概 要
調査1:対 象 と した学 習 者 は,1年 間 日本 の 女子 大 に留 学 した 中 ・上 級
日本 語 学 習者 で あ り,E1(英 国 人),A2(オ ー ス トラ リア人),13と
14(イ タ リ ア人),K5(韓 国人),C6(中 国 人),P7(ポ ー ラ ン ド
人)の7名 であ る・ テ ス トは,1995年10月,12月,1996年2月,4月,7
月,8月 に行 わ れ,FIは,7月 初 旬 に行 わ れ てい る。
通 年1コ マ の授 業 中 に15～20分 程 度,ミ ニマ ルペ ア な どの リ ピー ト指 導
な どの韻 律 指 導 が行 わ れ て い る。
調 査2:学 習 者 は,筆 者 担 当 の 半期 の発 音 ク ラス(選 択 授 業)に 参 加 し
た学 生 で あ り,2回 と もテス トを受 け た学 習 者 は7名 で あ っ た。 台 湾 人 男
性 のCM4以 外,韓 国 人 で あ り,KFl,KF2,KF5,KF6が 女
性,KM3,KM7が 男 性 で あ る 。 テ ス トは,2000年10月 と2001年1月 に
行 われ て い る。 なおKF2は この クラス の 前 に も4月 か ら半 期 の授 業 を受
け てい る。
イ ン トネ ー シ ョンや リズ ム指 導 を 中心 と した,発 音 ク ラス 中 に,15～20
分程 度 の ア ク セ ン ト指 導 を行 っ た。
3.結 果 と分 析
テ ス ト結 果 を表 お よび 図 で示 し,そ の特 徴 を述 べ る。
3-1テ ス ト結果
(1)全 体 の 正答 率(表1,表2)
①T1の 成績 はT2の 成 績 よ り高 い。
調 査1の 結果 を見 る と,イ ン トネ ー シ ョンが か か って い るT2の 上 昇 は
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注:正 答率 が80%以 上を[コで闇み 、70%以 上 を下線 で示す。
表2T2正 答率の変化(調 査1と 調査2)
1 2 3 4 5 6 で 2





7遷一 67 KF2 國 画
13 46 50 58 50 63 國 KM3 63 71一
14 33 50 63 46 46 50 C醗4 42 75
{
K5 58 58 63 71 國 79 KF5 33 63一 『
C6 國 75一 國 國 國 國 KF6 58 54
P7 38 29 54 50 42 58 KM7 50 58
平均 52 51 63 67 71一 76『 平均 59 73一
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遅 く,習 得 に時 間 を要 す る過 程 が あ る こ とが分 か る。
② 両 テス トとも調査2の 方が,初 回 の正 答 率 は高 い 。調 査2の1回 目
の成績 に近 い成 績 と な るの は調 査1で は3回 目調 査 時 で あ る。 この 理 由 と
して,調 査1は 通 常 の 日本 語 クラ スで あ るが,調 査2の ク ラス は発 音 ク ラ
スで あ り,学 習 者 の モ テ ィベ ー シ ョンが 高 い か ら とい う こ とが 考 え られ
る。
③ 個 人 差 が 大 き く,平 均 点 で 比 較 す る こ とは難 しい。
E1の 正 答 率 は,両 テ ス トと も3回 目か ら4回 目 テ ス ト時 に急上 昇 し,
これ ほ どの 成 績 急 上 昇 は他 の学 習 者 に は見 られ な い。 調 査1のK5,C
6,調 査2のKF1,KF2,KM3は,T1お よ びT2の 両 方 あ るい は
片 方 の成 績 が 初 め か ら高 く,安 定 して い る 。 しか し,調 査2の 結 果 が示 す
よう に,ア ジ ア系 学 習 者 の 習 得 が必 ず し も早 い わ け で は ない 。 最 終 成 績
は,調 査1のA2お よび13,調 査2のKM7の 場 合,両 テ ス トあ るい は
片 方 が 上昇 して い る。
(2)0型,1型,2型 の正 答 率(表3,表4)
表3T1の0型 ・1型 ・2型 正答率の変化(調 査1と 調査2)
123456 12
0型 堕67國 國 図 國 塑 國
1型 4360五 國 及 國 國 國
2型 4864Z!國 國 國 豊 國
表4T2の0型 ・1型 ・2型 正答率 の変化(調 査1と 調査2)
{ 2 3 4 5 6 1 2
0型 74一 69 71一 71一 71一 76一 62 國
1型 51 63 國 國 國 國 77一 74『
2型 39 47 61 61 7t 73 57 69一 一
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① 正 答 率 の高 くな る順 位 は決 ま って い な い 。
調査2の1型 成 績 が 初 め か ら高 い 現 象 は,異 な る テス トを使 用 して い る
とは い え,戸 田(2001)の 結 果 に類 似 して い る。T2の2型 は 両調 査 とも
T1ほ ど上 昇 しない 。
② 習 得 順 は個 人 差 が あ る。
E1の 場 合,T1で は0型 →1型 →2型 に,T2で は1型 →2型 →0型
と習得 が 進 んで い るが,他 の 学 習者 は様 々 であ り,こ の順 番 は定 ま って い
な い。
③2型 につ い て は,4拍 語,5拍 語 の 正 答 率 が 高 い学 習者 が 多 い 。
(3)中 高 型 の 正答 率(表5,表6)
表5T1の3型 ・4型 正答率の変化(調 査1と 調査2)
1 2 3 4 5 6 1 2
3型 46 68 64 54 79 68 54 54一
4型 64 64 79 64 64 64 71 64一 一
表6T2の3型 ・4型 正答率の変化(調 査1と 調査2〉



















①3型 お よび4型 は,0型,1型,2型 よ り,習 得 に時 間 を要 し不 安
定 で あ る。 た だ し,4型 語 はT1で2語,T2で1語 とい うよ う に少 な い
ので 一 般性 が あ る とは言 えな い 。
②E1の 正 答 率 は安 定 して い るが,T1の 語 末 か ら2番 目の拍 に ア ク








前2前1 正答 後1後2 前1 正答 後1後2
1 32 1 44
2 51 マ 33




計 {1 145 5 128
表814の 中高型誤 答の傾 向(正 答か ら誤答が何拍離 れているか)
丁1τ2
前3前2前1 正答 後1後2 前3前2前1 正答 後 肇 後2後3
1 44 2 11 321
2 13 4 13 2
3 122 1 15
4 22 11 12 41
5 24 2 11 41
6 23 3 3 32
計 1璽318 131 1415 {661
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表7お よび 表8で は,0型 は拍 数型 と計 算 して,誤 答 が正 答 よ りどの ぐ
らい離 れ て い る か を表 して い る。 つ ま り,5拍 語4型 語 「そ れ をみ る」 を
0型 と答 えた場 合,後1と い う よ うに表 す と,以 下 の よ うに分 析 され る 。
① 正 答 よ り前 後1拍 目へ の誤 答 が 多 い 現 象 は,習 得 の早 い遅 い に 関 わ
らず,全 員 に共通 してい る。
②El,14両 名 と も正 答 よ り後 の 拍 へ の 誤 答 が多 い。 同様 の 現 象
は,13,C6,P7の 両 テ ス トに,A2,14,K5の どち らか片 方 の
テス トに見 られ たが,14お よびP7の 場 合 は誤 答 数全 体 が 多 い。 ま た,
調 査2の 学 習者 の両 テス トあ るい は片 方 の テ ス トに この傾 向 が見 られ た 。 ・
③E1の 習 得 過 程 と して,「 正 答 か ら離 れ た 位 置 → 正 答 の 前後1拍 →
正 答」 に進 む過 程 お よび そ の 間 に 「正 答 の後 の拍 へ の誤 答 が多 い」 過程 が
あ る と考 え られ る。 誤答 の総 数 は異 な るが,13,C6に こ う した傾 向 が
あ る 。P7の 場 合 も誤答 は前 後1拍 に多 くな っ て い るが,誤 答 の 総 数 が 多
い 。調 査2は,調 査 回数 が少 ない た め 明確 で な いが ,CM4は2回 目 に こ
の傾 向 が見 られ る。14に は こ う した体 系 は見 られ ない 。
(5)そ の 他 の 特徴
E1の 最 終 テ ス トに お け る誤 答 はT1の 一2型 語 お よびT2の0型 語
「お か しや 」 で あ っ た。 他 の学習 者 の 場 合 も0型 と一2型 は問題 が あ る。
①0型 へ の過 剰 般 化
調 査1のP7の1回 目,調 査2のKF6の1回 目 と2回 目 に見 られ た 。
②0型 と一2型 の 混 同傾 向
50%以 上 の誤 答 を混 同(0型 を一2型 に,一2型 をO型 に誤 答)す る傾 向
が 調 査1で は,TlのE1,13,P7に,T2のK5,C6以 外 全 員 に
見 られ た 。調 査2で もKF5,KF6の1回 目 と2回 目 に,KM7の2回
目 に観 察 され た。
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3-2ア クセ ン ト意 識
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調査1調 査2
図1意 識調査 とテス ト中単語 の正答率(16個)
図1の 項目は,意 識調査中16語のテス トにおける正答率,意 識調査 にお
ける正答率,テ ス トおよび意識調査の両方で一致 した正答率,両 方で一致
した誤答率を示す。
1回 目は,テ ス トの正答率が調査2で 少 し高いが,そ の他の項目につい
ては,類 似 している。両調査 ともに,2回 目テス ト時の誤答の一致率(意
識調査の誤答の型とテス トの誤答の型が一致 している場合)は 下がってい
る。つまり,意 識調査の誤答が減少するとともに,聞 き取 りテス トでは,
意識調査の誤答の型と異なる型にマークしている。調査1で は,意 識調査
の正答率も上昇 したため,3項 目の正答率が接近 しているが,調 査2で は
意識調査の正答率がそれほど上昇 していないため,3項 目は離れている。
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調査1調 査2
図2意 識調査お よび聞 き取 りテス トで一致 して正答である場合の正答率
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国 に よる と2回 目 にElの 正 答率 が特 に高 くな って い る。 つ ま り,ア ク
セ ン ト型 を意 識 的 にマ ー ク し,正 し く聞 き とっ て い る 語 が 多 くな っ て い
る 。 工3,C6,P7の 上 昇 幅 も大 きい 。調 査2で は これ ほ ど顕著 で は な
い が,指 導 を受 け た期 間 の長 いKF2の 正答 率 は1回 目か ら高 い 。逆 に,
KF1は,テ ス ト成 績 は良 い が,ア クセ ン ト型 につ い て は1回 目 も2回 目
も意識 して い な い とい う こ と にな る。
(2)フ ォ ロー ア ップ イ ンタ ビュ ー(FI〉
正答 率 が 急激 な上 昇 を したE1の 状 況 を調 査 す る た め に,4回 目 と5回
目聞 き取 りテ ス トの 間 に一 人 約30分 の イ ン タ ビ ュー を筆 者 が 実 施 し,録 音
資 料 を文 字 化 した 。
①FIの 枠 組 み
ネ ウス トプニ ー(1994)は 日本 語 研 究 の方 法 論 を論 じて,従 来 の 方 法 で
は ネー テ ィブス ピー カー で あ る研 究 者 が 内省 を して きたが,被 験 者 の 内省
が デ ー タ と して 有 効 で あ る と して い る 。 そ して,デ ー タ収 集 の ひ とつ の 方
法 と して フ ォ ロ ー ア ップ イ ン タビュ ー を挙 げ て お り,本 研 究 で はそ れ を参
考 に して次 の よ う な質 問 項 目を設 定 した。
1)テ ス ト実 施 前(来 日前)の 意 識:日 本 語 の韻 律 につ い て の意 識(知
識)の 有無 と教 育 を受 け た か どうか,日 本 人 と接 す る機 会 や 来 日経 験 の 有
無,日 本語 の音 声 的 環 境 等 。
2)テ ス ト実施 時 の意 識:自 分 の行 動 にお い て規 範 か らの 逸脱 を どう留 意
し どう評価 し どの よう な調 整(訂 正)計 画 を持 っ た か,ど の テ ス トが 難 し
い か,誤 答 が正 答 に変 わ った 理 由,生 活 上 の 変化 の有 無,日 本 語 を 聞 く環
境(友 人,テ レビ,ラ ジ オ)等 。
3)テ ス ト実 施 後 の意 識:テ ス トを受 け て か ら ア クセ ン トや イ ン トネ ー
シ ョ ンにつ い て の意 識 が 変 わ ったか,勉 強 を続 け る か,ど うや っ て続 け る
か,将 来 の 希望 等 。
② 結 果
まず,全 体 に共通 す る もの を記 し,次 に,表9に 学 習 者 別 に特 筆 すべ き
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点 を記 す。
1)欧 米 系 学 習 者5名 は ア クセ ン トや イ ン トネ ー シ ョン につ い て の知 識 が
なか っ たが,ア ジ ア系 学 習者2名 は ア クセ ン ト知 識 を既 に持 っ て い た。C
6の 場 合,国 で ア クセ ン ト記 号 の あ る教 科 書 を使 用 して い た。
日本 語教 師 が 日本 語 ア ク セ ン トの例 と して,「 は し」 や 「あ め」 を提 示
した た め,そ れ の み 強調 され,そ の他 は重 要 で な い と受 け止 め てい た 学 習
者 が複 数 い た 。特 に欧米 系 学 習 者 の 場 合 で あ る。 また13は,母 国 にお け
る 日本 人 日本語 教 師 は東 京 以 外 の 出 身 で あ る た め,東 京 方言 の ア クセ ン ト
に自信 が 無 い とい っ て い た とい う こ と を覚 え て い た。
2)T2とT3がT1よ り難 しか っ た とい う意 見 は聞 か れ たが(E1,C
6),テ ス ト結 果 と意 識 が多 少 ず れ る場 合 が 見 られ た(C6)。 また 成績 上
昇 した こ と につ い て も 自覚 が 無 い こ とが あ る(13)。 テ レ ビ,特 に トレ
ンデ ィ ー ドラマ を見 る学 習 者 が多 か っ た。
3)テ ス ト実 施 前 に ア クセ ン ト知 識 を持 た な か っ た学 習 者 は,テ ス トを
きっか け に意 識 的 に な った 。C6以 外 は帰 国 後 ア クセ ン ト学 習 を続 け ない
と答 え てお り,ア クセ ン トや イ ン トネー シ ョンは 二次 的 で あ る と考 え てい





1)1回 目テス トは慣 れ ないで迷 っ ていた が、2,3回 目は聞 き取れ てい た。
同 じ語 が2っ あ る場合迷 っ ていた が 、3回 目の 答 え合 わせ で確 認 で きた。4回
目は 自分 でも良 く聞 き取れ た と思 う。授 業 中の練 習 も役 に立っ た。T3が 一番
難 しい。
2)ア クセ ン トや イ ン トネ ー シ ョンは 大事 な こ とだが 、一番 大事な ことは会
話だ と思 ってい る。








1)1年 間 の 目本 滞在 経験 が ある。 メル ボル ンは 目本 人が 多い環 境 であ り、 目
本語 に は慣れ て いた。
2)友 人 が九 州 出身 でア クセ ン トが よ くわ か らない といっ て い るが、 自分 自
身 もア クセ ン トは難 しい と思 う。
3)将 来 は 日本 語教 踊か 翻訳 者 を希 望。通 訳 は無理 だ と思 って い る。
2)2、3回 目テス トの 間にイ タ リアに一 時帰 国、骨 折 な どのア ク シデ ン トが
あっ た。 ど うして成 績上 昇 したか は 自分 では 分か らな い。
3)将 来 は通訳 に な りたい。 目本 語 のア クセ ン トや イ ン トネ ーシ ョンが よい
と有利 だ と思 う。
2)聴 解 テー プ を買 って聞 いて い る。 ア クセ ン トは 大事 だ と思 って い るが 、
テ ス トでは緊 張 して集 中 できない。
3)将 来 は翻 訳 家 にな りたい。 読 む ほ うが得 意で 聞 く こ とは苦 手。
2)C6に 影 響 され て ア クセ ン ト型 を調 べ るよ うに なった。
3)ア クセ ン トが重要 だ が、 自分 に とって はそれ ほ ど大 事 で はな い。将 来 は
目本語 を使 う仕 事に は就 かない だ ろ う。
2)テ ス トの難 しさは どれ も大 体 同 じ。 文 中の単 語 を聞 き取 るT3が 一番難
しく、T2の 疑 問文 はそれ ほ どで もな い と感 じた。
3〉 正 しい ア クセ ン トで話す こ とは大 事 な ことだ。 将 来 日本 語教 師 にな る こ
とは 決 まっ てい る。
2)ポ ー ラ ン ド語 は常 に 一2型 の 固定 した ス トレス ア クセ ン トの言 語で あ る
とい うこ とを考 えて 目本語 と比較 した。
3)ア クセ ン トや イ ン トネー シ ョンは大 事 だが通 じる こ とが大 切だ と思 う。
将 来 は硯究 者 希望。 欧 米人 が学習 初期 か らア クセ ン トの勉 強 をす るの は難 し
い。
E1の 正答率が急上昇 した理由としては,い くつかの理由が考えられ
る。
英語を日常的に使用 しているが,母 親がタイ人であるので,声 調言語で
あるタイ語を聞くことがあ り,ピ ッチ変化に慣れていた可能性がある。
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習 得 過 程 と意 識 変化 を対 照 す る と,2,3回 目テ ス ト時 に高 低 を聞 き
取 っ て い た が,マ ー ク をつ け る とい う行 為 と一 致 して い な か った 。 っ ま
り,テ ス ト結 果 に よ り規 範 か らの逸 脱 に留 意 して い た。 そ して調 整 計 画 を
建 て た が,計 画 は一 種 類 で な い。 まず,一2型 へ の 過 剰 般 化,次 にそ の 計
画(仮 説)を 修 正 し,2回 刺 激 語 とな っ た5拍 語 「は しの した」 のそ れ ぞ
れ の 回 に異 な る ア クセ ン ト型 をつ け,テ ス ト後 の フ ィ ー ドバ ックで 確 認 し
た。 こ の よ う に,E1は 極 め て意識 的 な調 整 計 画 を持 ち,そ れが 成 功 して
い る。 加 えて授 業 中 の練 習 も支 援 とな って い る。『T3が 難 しい とい う意 識
は,テ ス ト結 果 と も合 致 して お り,3つ の テ ス トの うち,T3の 成績 が一
番 低 い 。
そ の 他 興 味 深 い点 と して は,C6も 意 識 的 で あ り,T2が 一 番 難 しい と
言 っ て い るが,実 際 にはT2の 成 績 上昇 が一 番 遅 く,本 人 の 意識 と少 し異
なる こ とが 挙 げ られ る。 また,P7は,母 語 の差 異 に着 目 して0型 へ 過 剰
般化 す る過 程 を経 て い る が 習得 の進 み具 合 は緩1曼であ る。
4考 察
分析結果をまとめ,考 察を加える。
4-1ア クセ ン ト型 聞 き取 り習得 順 序
(1)単 語単 独 発 話 の方 が 文 中発 話 よ り習得 が進 む。
(2)0型 お よ び1型 の対 立 の習 得 が早 い。
(3)単 語 単 独 発 話 の2型 の習 得 が 早 い傾 向が あ る。 と くに4拍 語 や5拍
語 で正 答 が安 定 しや す い の は,イ ン トネ ー シ ョン の型 で あ る 「へ 」 の 字 型
とア ク セ ン ト核 が 一 致 す る た めで あ ろ う。 つ ま り,文 頭 の 明確 に ピ ッチ の
高 い位 置 で の ピ ッチ 下 降 を判 断 す る の はや さ しい が,文 中 や文 末 の明確 で
な い ピ ッチ 下 降 を判 断 す る の は難 しい。
(4)0型,1型,2型 の習得 順 序 は個 人 差 が あ り,定 まっ てい ない 。
(5)中 高 型 の習 得 に つ い て は,習 得 が 進 ん だE1の 過 程 を見 る と,「 正
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答 より離れた位置の拍への誤答→0型 を含んで正答 より後の拍に誤答(仮
説が狭 まる)→ 正答から前後1拍 への誤答(仮 説がさらに狭まる)→ 正
答」 というような複雑な過程を経る。この過程は学習者によってバリエー
ションがある。また,誤 答は総じて,正 答の前後1拍 に多いという特徴は
習得が容易でない学習者の場合も共通する。
(6)語 尾から数えて2拍 目にアクセント核がある一2型 と0型 の混同が
誤答の50%以 上であることが多い。一2型'と0型 の混同については,英 語
話者に多いという報告があるが(荒 井1997),英 語話者 とは限らない現象
である。また,0型 への過剰般化は,習 得過程の一プロセスである。
上記から習得が進む場合におけるアクセント型別習得順序の過程お よび
中高型習得過程 として,図3の ようなフローチャートを描 く事ができる。







a,正 答 か ら遠い位 置
の核 への 誤答
↓
b,正 答 よ り後の 拍へ の
誤 答(0型 を含 む)
↓
.正答 か ら前 後1拍 目への誤 答
-
囲
図3ア クセ ン ト型別習得順序(左:全 体,右 二中高型)
図3で は,全 体の習得順序を①から③のステップに,中 高型の習得過程
をaか らcの ステップに分けている。なお,各 ステップは必ずしも時系列
的に進むわけではなく同時進行の場合もある。ただし,限 られた学習者数
であり,今 後 さらなるデータの積み重ね,仮 説修正を加える必要がある。
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E1の 習 得 は,ほ ぼ こ の図 の 通 りに進 んで お り,学 習者 に よ って どの段
階 にい るか を判 断す る こ とが で きる だ ろ う。
4-2ρ ア ク セ ン ト意 識
(1)ア ク セ ン ト型 の 意識
学 習 者 が 必 ず し も意 識 的 に ア ク セ ン ト型 をマ ー ク して い る とは 限 らな
い。 しか しなが ら,初 回 の正 答率 は ,調 査1も 調査2も50%以 下 で あ っ た
が,2回 目は,差 が 見 られ た 。調 査1の 場 合 ほ ぼ1年 後 ,調 査2の 場 合 は
約3ヶ 月後 で あ っ た こ とが影 響 してい る と考 え られ る。 調 査1で は ,学 習
者 が正 しい ア ク セ ン ト型 にマ ー ク して 正 し く聞 き取 る率 が 調査2に 比 べ て
高 くな っ て い た。 また,前 期 も履修 したKF2の 場 合 ,正 答 率 が他 の 学 習
者 と比 較 して も高 い 。 こ の こ とは,以 下 の二 つ の こ と を示 唆 してい る。
① ア クセ ン ト型 につ い て,意 図 的で な けれ ば ア ク セ ン ト型 を判 断す る
の は難 しい 。
② ① の発 達 に は時 問 を要す る。
(2)フ ォロ ー ア ッ プイ ンタ ビ ュー に よる学 習 者 の ア クセ ン ト意 識
調 査 前:欧 米 系 学 習 者 は ア クセ ン トに 関す る知 識 が 少 な いが ア ジ ア系学
習 者 は そ れ よ り知 識 が あ る。 と くに 「は し」 「あ め」 な どの ア クセ ン トに
つ いて の 例 を強 調 して覚 えて い る事 ,教 師が ア クセ ン トにつ い て 自信 が な
い とい った コメ ン トを覚 えて い る事 な ど,教 師 が注 意 す べ き点 だ ろ う。 被
験 者 の 人 数 が少 な い ため 一般 性 はい え ない が ,心 に留 めて お きた い。
調査 中:自 分 の 向上 につ い て意 識 して い る場 合 は少 ない 。 一方 で,学 習
者 は,多 様 なス トラテ ジ ー を と る とい う こ とが わ か っ た 。E1の よ う に仮
説 を建 て て検 証 す る学 習 者,C6の よ うに意 識 的 にア クセ ン ト型 を覚 え る
学習 者,P7の よ うに母 語 と 日本 語 の差 異 に着 目 しなが ら仮 説 を建 て る学
習者 が い る。
調査 後:希 望 す る仕 事 に よっ てモ テ ィベ ー シ ョンが 高 くなる 。逆 に,成
績 が 上昇 す る事 で 自信 につ なが る場 合 もあ りそ うで あ る。
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4-3ア クセ ン ト指 導へ の支 援
以 上 か ら,次 の よ うな発 音 指 導へ の留 意 点 また は可 能 性 が 示 唆 され る 。
(1)ア ク セ ン ト習 得 順序 体 系 は,こ れ を利 用 して指 導 順 序 を決 定 す る と
と も に,学 習 者 の 習 得 状況 を把 握 す る こ とが可 能 であ る。
(2〉 ア ク セ ン トと イ ン トネ ー シ ョンの差 異 に着 目させ る指 導 を行 う必 要
が あ る 。
1型 と2型 の正 答 が 多 い とい うこ とはrへ 」 の字 型 イ ン トネ ー シ ョン と
ア クセ ン トが合 致 した場 合 に正 答 が 多 くな る とい う理 由が 考 え られ る。 ま
た,そ れ 以 外 の ア ク セ ン ト型 で は誤 答 が 多 い とい う こ とは,「 へ 」 の 字 型
イ ン トネー シ ョ ン とア クセ ン トを混 同 して い る可 能性 が あ る 。
(3)イ ン トネ ー シ ョン に着 目 した指 導 を行 う こ とが で きる 。
(2〉は,ア クセ ン トに着 目 して い る場 合 で あ る。 イ ン トネ ー シ ョンに着 目
す る と,1型 と2型 の 聞 き取 りが 可 能 で あ る とい う こ と は,イ ン トネ ー
シ ョンを聞 き取 って発 話 す る こ との可 能 性 を示 して い る 。 ア クセ ン ト習 得
が 容 易 で な い 学 習 者 に と って,ア ク セ ン ト指 導 を強 化 す る こ と も重 要 だ
が,着 目点 を イ ン トネ ー シ ョン学習 な どに変 換 して 自信 をつ け させ る こ と
が で きる。
(4)ア ク セ ン トにつ い て の意 識化 の必 要性 が あ る。
(5)初 級 か ら負 担 にな らな い ア クセ ン ト指 導 を考 え る必 要 が あ る。
(6)学 習 者 の多 様 なス トラ テ ジー に留 意 した対 応 が 必 要 で あ る。
5.ま とめ と今 後 の 課 題
調 査 結 果 をま とめ る。
(1〉 単語 単独 発 話 は文 中発話 よ り習 得 が 早 い 。
(2)3拍,4拍,5拍 語 の ア ク セ ン ト型 別 習得 順 序 体 系 と して,0型,
1型,2型 の習 得 は3型 や4型 よ り早 い 。 しか し,順 序 は 定 ま っ て い な
い 。文 中 ア クセ ン トの場 合,2型 は単 語 単 独 発 話 よ り難 しい 。
(3)中 高 型 の 習得 順 序 は,0型,1型 よ り時 間 が か か る こ とが多 い。 習
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得過程に体系が見 られる。す なわち,「正答 より離れた位置の拍への誤





(5)学 習者は,様 々な仮説を建てて検証 し修正を繰 り返す。たとえば0
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